
低入札価格調査制度・最低制限価格制度の活用

地方公共団体の発注における適切な価格転嫁の実現に向けた取組について
○ コストカット経済が終焉を迎えつつある中、物価上昇を上回る賃上げを実現するためには、企業数の99％以上、従業者数の70％近く
を占める中小企業を中心として、労務費や原材料費等が円滑に価格転嫁できる環境を整備することが重要。

○ とりわけ、GDP全体の約1/4を占める公的需要は、地方部ほどその割合が高くなる傾向にあり、地域経済の活性化等の観点からも、適
切な価格転嫁が必要。自治体には、「適正な価格で契約を行う」ことに対する意識の確立が求められている。

○ R7年度補正予算では、委託料の増加等の価格転嫁対策として地方交付税を0.2兆円増額するとともに、価格転嫁の円滑化のために
活用可能な「重点支援地方交付金」を2.0兆円計上。また、R8年度地方財政計画でも、委託料、維持補修費、投資的経費等につい
て0.6兆円を増額計上。こうした財政措置も前提に、各自治体において適切に価格転嫁が行われるよう、以下の取組を行う必要がある。

１ 適切な予定価格の作成
➣ 需給の状況、原材料費及び人件費等の最新の実勢価格等
を踏まえた適切な予定価格を作成する必要

□ 同様の事業でほとんど同じ予定価格を長年見直すことなく
実施している事業がないか

CHECK！

２ 期中における必要な契約変更の実施等
➣ 労務費や原材料費等の実勢価格に変化が生じた場合には、
契約変更の実施も含め適切に対応する必要

➣ 契約後に賃金水準や物価水準が変動した場合に、請負代
金の変更を請求できることを契約に盛り込んでおくことも有効

□ 予算の不足等を理由に事業者からの協議の申し出を断っ
ていないか

□ 複数年度にわたる契約や指定管理施設における指定管
理料の決定において、自治体から受注者等に対し、年１回
以上、契約変更等の必要性について協議を行っているか

CHECK！

３

□ 工事請負以外の契約についても、低入札価格調査制度・
最低制限価格制度を導入しているか

CHECK！

＜参考＞低入札価格調査制度・最低制限価格制度とは？
【最低制限価格制度のイメージ】

予定価格（1,000万円）

最低制限価格（800万円）

A社（600万円）

C社（820万円）

B社（750万円）

D社（950万円）

E社（1,050万円）

失格

失格

落札

最低制限価格未満
で入札を行った業者
は自動失格

【低入札価格調査制度のイメージ】

予定価格（1,000万円）

調査基準価格（850万円）

A社（600万円）

C社（820万円）

B社（750万円）

D社（950万円）

E社（1,050万円）

不適当
失格

落札調査基準価格未満
で入札を行った業者
について契約の履行
能力があるかどうか
を調査 不適当

失格

➣ 本制度の適切な活用は、契約内容の適正な履行の確保は
もとより、適切な価格転嫁を担保する観点からも重要

POINT
 ・ 総務省から自治体に対し、原則として全ての入札への制度導
入を積極的に検討していただくよう要請（R7.6.26通知）

 ・ 自治体ごとの制度の導入状況は「見える化」して公表（R7.9）

自治体向け説明資料
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新しい資本主義のグランドデザイン
及び実行計画2025年改訂版
基礎資料集（R7.6.13閣議決定）

2



8 
17.0%

37 
78.7%

2 
4.3%

①全ての請負契約

②工事関係＋工事関係以外の一部の請負契約

③工事関係の請負契約のみ

④工事関係以外の請負契約のみ

⑤導入していない

114 
6.5%

502 
28.8%

1,067 
61.3%

1 
0.1%

57 
3.3%

低入札価格調査制度・最低制限価格制度の導入状況について

○ 総務省においては、各地方公共団体における低入札価格調査制度や最低制限価格制度の導入に係る検討に
資するよう、これらの制度の活用状況のフォローアップ調査・取りまとめを行った。
 ※調査結果は総務省HPに掲載：https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/bunken/14569.html

○ 調査結果を見ると、依然として工事関係以外の請負契約に制度を導入していない市区町村が多い。原則、すべ
ての入札において、低入札価格調査制度・最低制限価格制度を導入していただきたい。

調査結果の概要 ＜低入札価格調査制度・最低制限価格制度の導入状況（R7.5時点、R7.9公表）＞

都道府県 市区町村

⇒ 制度導入が進んでいない理由として、市区町村からは、「制度導入に当たってのノウハウがない」といった課題があげ
られている。ビルメンテナンス業・警備業については、導入の参考となる設定基準が作成されたところであり、こうした設
定基準や都道府県の取組等を踏まえ、これらの制度の導入をお願いしたい。

①＋②で
95.7％

①＋②で
35.3％
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令和８年度地方財政計画 物価高・官公需の価格転嫁への対応

○ 物価高の中で、ごみ収集や学校給食などサービス・施設管理等の委託料、道路や河川等の維持補修費、改修等に
係る投資的経費など、様々な分野における地方団体のコスト増にきめ細かに対応するため、5,850億円を増額計上

○ 物価高が継続する中、物価上昇を上回る賃上げの実現のため、地方団体の官公需における適切な価格転嫁の取
組の推進が求められていることを踏まえ、地方団体における価格転嫁の取組状況を普通交付税の算定に反映

○ ごみ収集、学校給食などのサービス、庁舎や教育施設の施設管理等の委託料：800億円

※ 普通交付税の単位費用措置を平均５％程度引上げ

○ 道路や河川等の点検・補修に係る維持補修費：750億円

○ 道路や施設の改修等に係る投資的経費（単独）：3,000億円

○ 民間事業者への補助や消耗品費・備品等：800億円

○ 公営企業における物価高への影響：500億円

１．物価高への対応

２．価格転嫁の取組の普通交付税算定への反映

○ 普通交付税の算定費目「地域の元気創造事業費」において、新たに「価格転嫁分」(1,000億円程度)を創設し、
価格転嫁に積極的に取り組む地方団体の財政需要を、以下のような指標を用いて反映

【算定に用いる指標（案）】

・低入札価格調査制度及び最低制限価格制度の導入率 

・スライド条項等の導入率(※) 

・民間委託契約額・指定管理料の増加率(※) ※本庁舎の清掃・夜間警備や一般ごみ収集などの業務を想定

（参考）「地域の元気創造事業費」の「行革努力分」のうち、ラスパイレス指数及び経常的経費削減率等を用いた算定を廃止
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①予算額
（予算編成方針に基づき、物価高騰や賃金上昇等の高騰を踏まえた必要な予算を確保）

②予定価格
（入札を行う際に、契約の基準となる金額として事前に設定。予算額の範囲内で、最新
の単価等を元に最新の実勢価格を踏まえた適切な予定価格の設定）

③落札額

入札額

地方の官公需における適切な価格転嫁に向けたフォローアップについて

C（９５０万円）

A（６００万円）

D（１，０３０万円）

＜落札額＞
B（９００万円）

予定価格（１，０００万円）

・予算編成方針において、物価高騰や賃金上昇等への具体的対応を明記

・客観的な指標等を踏まえた物価高騰や賃金上昇等分を反映した単価を
用いた予算の積算

・低入札価格調査制度、最低制限価格制度の導入

・物価高騰や賃金上昇等を反映した適切な契約額での契約締結 低入札価格調査基準価格
（８５０万円）

1年目 2年目 3年目

契約期間中

予算額（１，０５０万円）

最低制限価格
（８００万円）

自動失格

契約の履行
能力を調査

○ 適切な予定価格の設定、期中における必要な契約変更、最低制限価格制度等の導入等の対応のフォローアップや支援を実施
○ 自治体からの発注の各段階における価格転嫁に向けた対応のポイントとして、以下の赤字の取組についてフォローアップ調査
（基準日：R8.4.1）を実施し、適切な価格転嫁に向けた対応状況を把握し、取組を促進

○ フォローアップ調査の回答は、令和８年度から普通交付税（地域の元気創造事業費）の算定に反映
［R8.3.3調査発出、4.16までに回答、その後精査］

・期中における物価高騰や賃金上昇
分への対応として、 スライド条項等
の必要な手続（※）をビルトイン
※単年度契約で期中でも契約変更を認める旨を定め
るなど実質的にスライド条項と同様の効果が認め
られる場合を含む

※予算積算、契約額、スライド条項等期間中の対応状況について（指定管理においては協定・指定管理料に関するものとする）
・民間委託割合や指定管理者制度導入割合が高い以下の業種・施設ごとに調査を実施
・対象：【民間委託】本庁舎の清掃、本庁舎の夜間警備、一般ごみ収集、学校給食（調理・運搬） 【指定管理】スポーツ施設、文化会館、福祉・保健センター 5
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